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研究成果の概要（和文）：1．医療専門職のSocial networking services (SNSs)を使った情報共有のネットワー
ク分析では、介護度の異なる患者のネットワークの構造を明示し、年次変化を明らかにした。2．医療専門職の
「相談する/相談を受ける」関係のネットワーク分析では内容によってネットワーク構造が異なり、この知見の
フィードバックが参加者の認識を変化させる契機となった。3．リアリスト分析を用いて、医学生を対象に地域
医療実習における多職種を学ぶメカニズムを明らかにした結果、観察学習、自己調整学習等が抽出された。4．
地域包括ケアにおける専門職の多職種連携を評価するための多職種連携の自己評価尺度を開発した。

研究成果の概要（英文）：1．We analyzed the information sharing networks among healthcare 
professionals using social networking services (SNSs) in the structure of networks among patients 
with different levels of care and revealed year-to-year changes. 2. We analyzed the network of the "
consulting/receiving" relationship among healthcare professionals and revealed that the information 
sharing network differs depending on the content of consultation, and the visualization let the 
participants reflect the interprofessional collaboration. 3. Using realist analysis, we found that 
the learning mechanisms about multi-professions in community-based medical education were 
observational learning, self-regulated learning, etc. 4. We developed a Japanese version of the 
Self-assessment Scale of Interprofessional Competency (JASSIC).

研究分野： 医療者教育

キーワード： ネットワーク分析　リアリスト分析　多職種連携　地域包括ケアシステム　自己評価票
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療分野では新しいネットワーク分析やリアリスト分析を用いた研究を論文化することで、同様の研究方法が応
用され、多様な学術的知見が蓄積されることが期待される。地域の多職種協働のネットワークを可視化すること
で、漠然としていた多職種協働について、医療専門職が省察できる。多職種の情報共有ネットワーク構造を可視
化することは、情報共有ツールであるsocial networking services (SNSs)のデザインのヒントとなる。リアリ
スト分析や評価尺度の開発研究で明示化された医学生の学びや医療専門職の認識は、多職種連携教育や協働実践
の改善につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
本研究は 2025 年までに地域包括ケアシステムを評価する方法を確立するため、効果的な地
域包括ケアの在り方を可視化することを目的とする。研究方法は、ネットワーク分析とリア
リスト分析を用い、3 年で 3 つのフィールドで調査する予定である。八戸や神栖は目的型、
笠間は地縁型コミュニティ構築の戦略を取る。これらの地域は、他に転用可能なモデルとな
り得る先進的な地域であるため、目的的に研究のフィールドとして選択した。本研究で地域
包括ケアにおけるネットワークとその構築プロセスが可視化され、効果的なネットワーク
構築ができれば、今後高齢社会を迎える先進国に対しても一つの Evidence となる。 
 
２．研究の目的 
コロナ流行のため笠間での現地調査が難しくなったため、地縁型コミュニティの調査は断
念し、地域医療教育における医学生の多職種の学びに関する研究と専門職の多職種連携コ
ンピテンシーの評価票を開発した。 
(1)八戸市の social networking services (SNSs)を使った保健医療福祉専門職の情報共有のネ
ットワーク構造を明らかにする。 
(2)八戸市の social networking services (SNSs)を使った保健医療福祉専門職の情報共有のネ
ットワーク構造の年次変化を明らかにする。 
(3)茨城県神栖地域の保健医療介護福祉専門職間の「相談する/相談を受ける」人間関係のネ
ットワーク分析を明らかにし、その可視化がどのような影響を与えるかについて探索する。 
(4)日本の地域包括ケアシステムで働く医療専門職の多職種連携を評価するため、多職種連
携コンピテンシー（患者-/クライアント-/家族-/コミュニティ中心、職種間コミュニケーシ
ョン、職種役割を全うする、関係性への働きかけ、自職種の理解、他職種の理解の 6 ドメイ
ンで構成される）を基に、質問紙票の妥当化されたプロセスに従って、多職種連携の自己評
価尺度（JASSIC）の日本語版を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 2018 年 1 月から 12 月に在宅医療またはケアサービスを受けている患者にリンクされた
SNS ベースの情報共有臨床ネットワークデータを分析した。医療専門職が Web プラットフ
ォームにメッセージを投稿および承認できるように、患者ごとにネットワークが作成され
た。ネットワーク分析では、患者グループに登録されている医療専門職はノードとして、メ
ッセージの投稿/承認の関係は患者ネットワークのリンクとして表示される。ノード間の投
稿リンクと承認リンクの数（相互性）、入次数中心性と出次数中心性を含む、ネットワーク
分析のいくつかの測定値を使用して、ネットワークの構造の特性を調査した。さらに、最も
中心的なノードを形成する専門職を特定するために、中心性のランキングを調査した。最後
に、要介護 1～3 と要介護 4～5 のネットワークを比較するために、ネットワークの構造の
違いを分析し、中心性にいる医療専門家の役割を調査した。 



(2) (1)の調査について 2019 年から 2021 年にかけて毎年の横断調査で明らかにした。ネッ
トワークの指標として、相互関係であるリンク、隣との類似のノードの出現率、他のノード
の媒介的役割をそれぞれ反映する相互性、同類性、媒介中心性などの指標を用いて、ネット
ワークの構造的特徴を調査した。次に、患者全体のネットワークと、要介護度 1～3 と要介
護度 4～5 のネットワーク各年度の傾向を比較するために、各年度のネットワーク構造差を
記述し、各ネットワークの指標について Steel-Dwass 検定を用いて分析した。 
(3) 個人間の関係などのソーシャルネットワーク構造を視覚化できるソーシャルネットワ
ーク分析とフィードバック内容を可視化できる内容分析を使用した混合方法探索的研究を
採用した。医療専門職は、以下の 5 つの内容に関して、自記式調査票を用いて相談する／相
談されるキーパーソンについて尋ねられた。（1）日常の問題（2）急性腰痛のある人（3）近
所から報告されたゴミだらけの家（4）認知症（5）学習会。ソーシャルネットワーク分析を
使用して、内容に応じて主要な役割となる専門職を特定した。分析後、分析結果を参加者と
共有し、彼らの認知反応を調査するために、自由回答形式の質問票が提供され、内容分析を
実施した。 
(4) JASSIC の妥当性は、専門家による議論、認知的デブリーフィング、フィージビリティ、
統計解析の 4 段階のプロセスで確認された。医師，看護師，医学教育者，情報社会学者が議
論し，医師、看護師、薬剤師、作業療法士、ソーシャルワーカーによる認知的デブリーフィ
ングを行い、項目の修正を行った。フィージビリティを検証するため、開発した JASSIC を
X 病院の専門職（n=139）に提供し、文言や項目の構成を修正した。その後、改正した JASSIC
を Y 病院の専門職を対象とした CFA を実施し、JASSIC の総得点と AITCS-II（Assessment 
of Interprofessional Team Collaboration Scale-II）の相関を検証した。 
 
研究成果 
(1) 844 のグループのうち、介護レベルのデータがある 247 のグループが分析に利用でき、
要介護 4-5 の患者のネットワークはより高い密度、相互性、より低い中心性となることが明
らかになった。入次数中心性が高い医療専門職（医師など）と出次数中心性が高い医療専門
職（管理栄養士など）は異なる傾向にあり、訪問看護師と診療所の看護師はともにネットワ
ークの中心的役割を果たしていたが、介護 4-5 の患者のネットワークにおいては、訪問看護
師は次数中心性が高い傾向となり、診療所の看護師は近接中心性と媒介中心性が高い傾向
となることが明らかになった。 
(2) 各年度の 844、940、1063 グループのうち、介護度 1-3/4-5 の分析対象グループは、そ
れぞれ 106/135、79/89、57/57 であった。各年度のネットワークの評価では、直径が大き
くなり、密度が小さくなる傾向が見られたが、その差は有意ではなかった。要介護度 1～3
では、同類性が有意に低下し、要介護度 4～5 では、相互性が低下し、間性中心性が有意に
増加した。その他の項目には有意な差は見られなかった。 
(3)  54 人の医療専門家の参加者のうち、52 人のデータが分析に利用可能となった。（1）日



常の問題（2）急性腰痛のある人（3）近所から報告されたゴミだらけの家（4）認知症（5）
学習会の順に、ノードの数は 165、95、85、82、および 68、クラスタリング係数は 0.19、
0.03、0.02、0.11、および 0.23、同類選択性は-0.043、-0.11、-0.23、-0.17、および-0.23、
相互性は 0.35、0.31、0.39、0.29、および 0.48 だった。上位 3 つの中心性には看護師が含
まれたいた。87 件の自由記載コメントが寄せられ、そのうち 39 件が記述的、10 件が分析
的、38 件が省察的に分類された。 
(4) 医師，看護師，医学教育者，情報社会学者が議論し，24 の項目を作成した．Y 病院の専
門職（n = 153）を対象とした CFA により，6 領域構造を確認した（GFI: 0.847, AGFI: 0.782, 
RMSEA: 0.088 ）．Cronbach の α は 0.92 であり、AITCS-II との相関係数は 0.72 であっ
た。 
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